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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 発達心理学的見地より, 正常児ならびに言語障害児の音声活動の客観的, 機能的分析を通 じ,
音声の体制化 (乳児の無意味発声が成人の音韻体系の音声として形成される過程) および, 記号化 (無意
味発声が有意味言語として形成される過程) の両過程のメカニズムを明らかにし, さらに両者を言語化過
程として統一的に把握せんとするものである｡
本論文は, 第 1章 問題提起, 第 2章 文献的考察, 第 3 章 ソナグラフ分析による乳児の音声の体制
化過程 附, 音声の記号化過程の基礎資札 第 4 章 聴覚障害児の音声発達, 第 5 葦 中枢性言語障害児





これによって, 乳児の音声の体制化過程が新 しく客観的に把捉されたとともに, 従来ほとんど思弁的に
論 じられてきた音声発達に関する諸仮説 (拡大説と限定説, 総合説と分化説の対立, 母音 ･子音の発達方
向に関する仮説等) が再検討される｡
一方, ソナグラムパターンの分析から模倣の問題を音声の類似度という観点から検討 し, その中でソナ










もに記録検討 している｡ そして中枢的な障害, 学習的な要因の欠如がいずれも記号化過程にとって重大な




に対 し一定時間, 特定の玩具と音声とを反復呈示し, 玩具と音声との問に記号関係を成立せ しめる訓練実
験を行なった｡ この訓練は前後約 6 か月を要 したが, とにか く訓練が成功したことは記号化過程における
学習要因の重要性を示す｡ しかし本過程には単なる条件づげの理論では説明不可能なメカニズムが存する












ぬことを論述する｡ このような立場からは自発語, 理解語の発生に関しても, この段階での理解語の形成
過程が, 現実適応の理論において説明可能であるのに対 し, 自発語は反応系の代置が行なわれるゆえに現
実適応の理論か らは説明不可能であり, したがって自発語の発生こそが, 言語化にとって重要であるとし,
自発語と理解語の質的な違いを因子分析の資料を中心として実証している｡
以上の考察に基づき, 著者は乳児における言語発生が単なる自閉的言語一社会的言語という形をとるも
のでもなく, 言語の非有用説でもなく, 音声が窓意的記号としての言語となり, 高次の適応機能として成
立するためには, 換言すれば, 乳児が言語を適応的手段として使用するためには, いったん, 低次の欲求
伝達的な有用性, 固定的な信号性を否定する時期, メカニズムが必要であり, その条件として, 文化的,
社会的影響, 特に養育者の愛情のこもった世話の必要性を強調するのである｡







(3) 暗語的音声が言語発達にもつ意義を聴覚障害児, 中枢性言語障害児の綿密な観察か ら明らかにした
点｡





(2) 記号, 信号, 象徴等の重要な概念がまだ操作的に十分洗練されていない｡ したがって著者の理論に
なお若干の暖昧なる点の存在すること｡
以上の欠点は認められるものの, 困難な追跡的研究を実施 し, その資料に綿密な分析を加え, 従来資料
的に盲点であった乳児音声の言語化過程についての幾多の宿題に一応統一的な解答を与えた貢献は大であ
り, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認められる｡
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